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「火が降っても矢が降ってもという言葉があるが，も
っと無気味なものが降りそうな頃にかくも多数の大東亜
圏の医学研究者各位が遠く空を朔けて参会されたことを
感謝します」と，開会に際して日本医学界の指導者故林
春雄会長が述べられたのは大東亜医学会第一回総会の懇
親会であった。この学会は世界大戦役のさ中であり，満
州，中国(在精衛政府)，朝鮮， フィリッピン， タイ，
ビノレマなどの医学者が一堂に会した。東京には当時まだ
焼夷弾も爆弾も投下されていなかったが，日本全土は厳
しい統制下にあった。この総会で日本人の間に交わされ
た会話の lつは，この戦争が終結され各参戦国の医学会
が戦時中に挙げた研究成果を公表する時が期待されると
いうことであった。しかしこの覚悟した「鎖国」に賭け
た希望は空しく打砕かれ，終戦と共にアメリカから輝や
かしい研究報告が雪崩れ込んで来た。それが現在までな
おも続いているといってもよい。 さてこのように 20年
も前に過ぎたことを述べるのは，これを省みて今後の心
得はどうあるべきかを考えたいからである。
わが国の医学は古く漢方を伝承し，徳川時代には輸入
した蘭学を祖述し，明治時代に移っては英医学，ついで
ドイツを範とするヨーロッパ医学を規範として発達し
た。これら諸国での医学興隆はその国の国力，文化の伸
展と概して一致しているし，わが国も昭和初期には富国
強兵と歩を揃えて世界水準に達したと自負し，欧米医学
に学ぶべき点は少ないと放言するものもいた。終戦は学
問の領域でも「うぬ惚れJ r思い上り」は厳禁であるこ
とを教えた。
鎮国とは政治経済文化の他国との交流を断絶すること
であるが，昭和の鎮国では，さらに国内の交通通信渋滞
と印刷公表の制約も加わり，原始的鎮国状態となったわ
けである。この状態は終戦後もしばらく続いたが敗戦
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により荒廃虚脱した国土に輸入されるアメリカ文化はガ
リオア(占領地域救済基金)による食糧のように貧ぼり
摂取された。民主日本の医学者達も太平洋を朔んでアメ
リカに巡礼し，その地の医学を昔の遣唐使の如く母国に
持ち帰った。鎖国は終わっても日米文化の交流は生物学
的弁装置で制御されたような一方的の流通に過ぎなかっ
た。この現象は日本歴史を顧ると，わが国が唐宋，オラ
ンダ，イギリス，フランス， ドイツの文化に接した時代
にも見られ，たしかに日本の発展に寄与した。日本の医
学者は決して嘆くことはない，歴史は永く，日本医学史
は 1970年代から佳境に入るであろう。
わが国の現状はもはや戦後ではなく平和日本の国民総
生産は世界の割目を集め，今後十数年も経れば日本は云
々との声も聞こえる。医学界にも新しい波は盛り上がり
世界的業績も出現しているが，他方，歴史と敗戦を忘れ
た人々も増している。ここに自から警めるべきは大和民
族優秀性の理念を振りかざさないことである。医学にお
いては，他の自然科学と同様に，その基礎・応用の学術
的進歩は真の独創的研究，成果のフェヤーな交、流，合目
的な実践で推進されるから，医学を勉強する者はその具
現をこそ志ざすべきであり，決して覇者の横道を悲願す
べきでない。人類の福祉の増進こそ使命であるを覚悟せ
ねばならぬ。これは日本医学会，日本の各専門別学会，
また数ある医学関係大学の lつで本学の各科を総合する
千葉医学会を通じて言われることであろう。百年前に明
治天皇は五箇条の御誓文で次のように申されている。
「広く会議を興し万機公論に決すベし」
以上は永らく千葉大学に在職した 1老基礎医学者が乞
われるままに記す偶感である。筆者は本学会の一員とし
て本学会の使命と事業が如何にあるべきかを会員各位に
お考え下されるよう願うのである。
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